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Lake Biwa

国指定・選定文化財件数は、京都市、奈良市に次いで日本で３番目に多い
各時代を代表する多くの歴史・文化遺産が今に引き継がれた都市

歴史的風致維持向上計画策定の背景と目的

平成15年（2003）10月古都保存法に基づく「古都」指定

社会環境の変化に伴う後継者不足等により
地域の人々が受け継いできた風習や行事、歴史的な建造物が失われつつある

↓
地域固有の歴史、文化を大切に守り、それを活かすことで、
大津ならではの魅力を最大限に創出するまちづくりに取り組む

令和３年３月、歴史まちづくり法に基づく「大津市歴史的風致維持向上計画」策定

▲大津百町▲比叡山延暦寺 ▲三井寺▲居初氏庭園

1



Lake Biwa

「歴史的風致」とは、歴史まちづくり法の第1条において、
「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動と、その活動が行われる歴史上価
値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成してきた良好な市街地の環境」と定
義されている。

歴史的風致

一体となって形成してきた良好な
市街地の環境

歴史と伝統を反映した
人々の営み、生活、活動

歴史上価値の高い建造物
及びその周辺の市街地

歴史的風致について
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大津市歴史的風致維持向上計画について

大津市歴史的風致維持向上計画 ※計画期間 令和３年度から令和１２年度まで

～わがまちの風情あるまちなみと営みを次の世代へ～

テーマ１ 琵琶湖の恵みと自然との共生

テーマ２ 古都と仏教の古刹への信仰

テーマ３ 大津三大祭に代表される祭礼行事

近江八景と琵琶湖を愛する活動に見る歴史的風致
自然との共生に見る歴史的風致
琵琶湖とともに生きる町堅田に見る歴史的風致
港町・宿場町大津に見る歴史的風致
水城膳所城の城下町に見る歴史的風致

近江大津宮、近江神宮とその周辺の神社に見る歴史的風致
比叡山とその山麓に見る歴史的風致
三井寺を中心とする歴史的風致
石山寺を中心とする歴史的風致

山王祭に見る歴史的風致
大津祭に見る歴史的風致
船幸祭に見る歴史的風致

3



Lake Biwa

①堅田重点区域
琵琶湖とともに生きる町 堅田

②坂本重点区域
延暦寺と日吉大社の門前町 坂本

③大津百町重点区域
港・城下・宿場・門前で
営まれた商人の町 大津百町

重 点 区 域

重点区域について
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歴史的風致維持向上協議会について
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歴史まちづくり法の第1１条に基づき、
市町村は下記①、②を行うための協議会を組織することができる。

②認定歴史的風致維持向上計画の実施に係る連絡調整
※歴まち事業の進捗や評価について協議・報告を行う

①歴史的風致維持向上計画の作成及び変更に関する協議
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１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業   ・・・P.８
（２）令和６年度歴まち事業の進捗状況 ・・・P.２５ 資料２、資料３参照

２ 令和７年度歴まち事業の予定について
（１）大津百町重点区域内実施予定事業 ・・・P.２７
（２）坂本重点区域内実施予定事業 ・・・P.２８
（３）堅田重点区域内実施予定事業 ・・・P.２９

３ 計画の軽微な変更について
（１）大津市歴史的風致維持向上計画の変更箇所・・・P.3１ 資料４参照

４ その他
（１）第１５回歴まち協議会 開催スケジュール・・・P.３３
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第１４回 大津市歴史的風致維持向上協議会 議事
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１ 令和６年度歴まち事業について

１ 令和６年度歴まち事業について
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（１）令和６年度に進展した主な事業  

① 歴史的風致形成建造物の指定及び修理への補助
【評価シート： ③-2.歴史的風致形成建造物への指定と保存のための整備】

② 大津百町エリア部会の実施事業
【評価シート： ③-3.町家の利活用の支援、③-１１.地域の人材活躍の支援、③-１２.大津まちなか大学の開催】

③ 第２次大津市景観計画の策定
【評価シート： ②-１.大津市景観計画の改定】

④ 地域固有の歴史・文化発信事業
【評価シート： ③-９．地域固有の歴史・文化遺産の発信】

⑤ 歴史的風致魅力発信動画の制作及び活用
【評価シート： ③-１１．地域の人材活躍の支援】

⑥ 未指定文化財調査
【評価シート： ④-１.未指定文化財の調査、④-７.歴史博物館での資料の調査や収集】
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１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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（１）歴史的風致形成建造物指定
令和６年１０月１日に民間の建造物では本市初となる、大津市歴史風致形成建造物を３件指定。

（２）歴史的風致形成建造物修理補助金制度設立
令和６年８月より歴史的風致形成建造物の修理を行う者に対して、支援する制度を新設。
令和６年度は２件の修理を実施。

① 歴史的風致形成建造物の指定及び修理への補助

第２号 桐畑家住宅 第３号 北川家住宅 第４号 川村家住宅

北川家住宅（外観修理前） 北川家住宅（外観修理後） 北川家住宅（屋根修理前） 北川家住宅（屋根修理後）
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１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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（１）３月８日は町家の日in大津 【評価シート： ③-3.町家の利活用の支援】

目的：大津百町に残存する町家の魅力を広く市民の方に周知啓発するため、
町家を活用したイベントを開催する。

期間：令和７年３月８日（土）～令和７年３月１６日（日）
参加協力者数：２２
主な企画：町家カフェ、町家宿泊体験、町家見学、演奏会、小物販売、作品展示 ほか全２６企画

② 大津百町エリア部会の実施事業

町家での演奏会（昨年度開催の様子）

３月８日は町家の日in大津２０２５パンフレット（一部抜粋）
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１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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（２）町家の悉皆調査 【評価シート： ③-3.町家の利活用の支援】

目的：これからの大津町家の利活用を有効的に継承するため、現状を調査し
基礎的な情報収集を行うことで、今後の事業に繋げていくため実施する。

結果：
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平成２４年度調査

大津町家 １，５１０棟
うち、空き家 ２７１棟

令和６年度調査

大津町家 １，０７５棟
うち、空き家 ２１６棟
取り壊し ４３５棟

約３割取り壊し

考察：
取り壊しの大きな要因は、北国海道の道路拡幅事業や
大津駅前の区画整理事業完了によるものと考えられる。

今後の検討：
今回は平成２４年度調査との比較のため、
悉皆調査を前回と同じエリア（青枠）で実施したが、
大津百町と呼ばれた範囲とは異なるため、
次回の調査では調査エリアの変更（赤枠）を検討している。

調査エリアの変更を検討
（青枠⇒赤枠）

② 大津百町エリア部会の実施事業

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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（３）大学との連携 【評価シート： ③-１１.地域の人材活躍の支援】

立命館大学理工学部環境都市工学部のまちづくり演習で、大津百町エリア部会に講師依頼が
あり、２日間に分けて学生１７名に大津百町のまちあるきを実施した。
学生がまちあるきや地元の方へのアンケートを通して、大津百町の課題を発見し、
最終発表の場で様々な事業案を発表された。

大津百町でのまちあるきの様子
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② 大津百町エリア部会の実施事業

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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（４）大津まちなか大学 歴まちガイド育成学部 【評価シート： ③-１２.大津まちなか大学の開催】

目的：本市特有の歴史文化の魅力を伝え、発信することができる人材を育成する。
期間：令和６年１０月１６日～令和７年２月１８日
受講回数：全５回（講義・現地研修４回、発表会１回）
卒業後：ボランティアガイドやプロガイドとして活躍いただく予定。

卒業生の交流の機会を設けることも検討。

第２回の様子（曳山収蔵庫見学）

第１回の様子（大津百町案内の極意）

第３回の様子（三井寺の歴史と魅力）

2/１８ 第5回
【私が案内する大津百町】
受講者による課題発表

修了式 １１名卒業予定

10/１６ 第1回
入学式 11名入学

【ガイドの心得】
講師：びわ湖大津観光協会

事務局長 宮本 説三

【大津百町案内の極意】
講師：大津市歴史博物館

副館長 木津 勝

12/1７ 第3回
【三井寺の歴史と魅力】
講師：雨森 鼎

11/１９ 第2回
【大津祭の歴史と魅力】
講師：大津祭曳山連盟

相談役 元田 栄三

1/２１ 第4回
【東海道と大津町家】
講師：大西 ジェニファー

歴まちガイド育成学部 講義内容
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② 大津百町エリア部会の実施事業

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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③ 第２次大津市景観計画の策定

景観計画では、それぞれの地域特性に合った方針を定める
ため、市域を区分している。
地域特性に基づき市内を区分する景観地域は旧計画から踏
襲しつつ、景観形成の基本単位については、細分化され分か
りにくさのあった景観区を再編し、土地利用の現況や用途な
ど景観特性の違いに応じて指定する景観エリアを新たに指
定する。

①景観区を「景観エリア」に再編

景観づくりを推進していくため、関係者間の役割や
行動計画、市が行う推進方策の内容について示す。

④景観づくりの基本方策の新設

令和３年３月に策定した「びわこ東海道景観基本計画」に基
づき、草津市側から本市側の水と緑の大景観などを望むこと
ができる「対岸重要眺望点」およびその視対象となる景観に
影響を与えると考えられる建築行為などを誘導する「対岸眺
望景観保全地域」をそれぞれ指定する。

③対岸眺望景観保全地域を設定

主 な 変 更 点

大津市では、「水が煌めく景観」、「緑が薫る景観」、「歴史を育む景観」の３つの基本目標
を実現するため、平成１８年に規制誘導の基準を定めた「大津市景観計画」を策定し、良好
な景観形成に向けた取り組みを進めてきた。旧計画の策定から１５年あまりが経過したことか
ら、社会情勢・市民意識の変化に対応することや、関連計画との整合を図るため、「第２次大
津市景観計画」を策定することとした。

景観づくりの推進体制と、各主体の役割

市 民

・まちや景観への関心・理解
・景観づくりへの実践
・地域のルールづくりへの参加

行 政

・景観づくりの施策の策定・実施
・景観づくりへの支援
・景観づくりに関する情報発信

事 業 者

・景観づくりへの参加
・景観づくりに資する事業の展開

三者協働の
景観づくり

協力・社会貢献

連携

参加・協力
法令遵守

支 援 ・ 啓 発
情 報 提 供
意 見 聴 取

連携
支援・啓発
情 報 提 供
意 見 聴 取

参加・協力
提案

連携

景観づくりの主体 景観づくりのプロセス

景観上重要な地域で、これまでも地域住民と行政の協働に
より地域で育まれてきた特性を活かした景観づくりに取り組
んでいる「堅田地域」「坂本地域」「大津百町地域」の３つの
地域を対象に景観重点地区を指定し、それぞれの地区に応
じた景観形成基準などを定める。

②景観重点区域を設定

景観重点地区の景観計画に関する方針
（イラスト）

堅田景観重点地区 坂本景観重点地区 大津百町景観重点地区
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１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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令和６年度実績 事業実績：３件（各マップ３，０００部増刷）

(1)下阪本まちさんぽ

下阪本の歴史文化を下阪本小学校から
南北に２つの散歩コースで紹介

応募団体：下阪本学区まちづくり協議会

活動内容：
地域の防災訓練・防災教室、秋まつり、
下阪本鯉のぼりまつり、まちカフェ など

マップの活用内容：
ファミリーウォークや交通安全指導、防犯活
動、下阪本小学校や日吉中学校の地域学習
に引き続き活用
市民センターや琵琶湖ホテルにも配布
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④ 地域固有の歴史・文化発信事業

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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(2)びわ湖堅田湖族の郷

      堅田の歴史文化を詳細に解説
 手書きのマップで紹介

  応募団体：NPO法人湖族の郷

活動内容：
堅田の伝統行事である供御人行列の実施
十六夜シンポジウムなど学術、文化、芸術、
スポーツの振興を図る活動 など

マップの活用内容：
湖族の郷資料館やガイド案内の際に引き続
き配布し、供御人行列等事業の際や社寺にも
広く配布
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④ 地域固有の歴史・文化発信事業

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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(3)比良山麓の石の文化MAP

石の文化を山の辺コースと浜の辺コース
で分けて、カラフルなイラストで紹介

応募団体：NPO法人比良の里人

活動内容：
近江舞子内湖活性化事業、
生水の流れる川づくり事業といった
社会教育の推進や環境保全を図る活動
など

マップの活用内容：
教育機関や行政機関への補充と、地元住
民へも広く配布
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④ 地域固有の歴史・文化発信事業

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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大津歴まち90秒大学動画の作成（令和４年度～令和６年度）

大津の歴史的風致を構成する文化や建造物等を90秒で学べる動画を現在60本公開

⑤ 歴史的風致魅力発信動画制作及び発信について
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１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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動画の広報
・動画特設サイトの開設

・びわ湖放送で動画広報のＣＭを放送

・滋賀県内の施設にチラシを配布

・大津市の広報誌により周知

・地域の団体に協力を得て周知

・新聞の記事に掲載

動画の再生回数
・13,730回（R7.１月末時点）※令和５年からの累計

・月平均約６００回（60動画が完成したR6.11月以降）

・大津祭、三井寺、日吉大社、近江神宮が多い

※祭りは開催前に再生回数が増加

動画の活用

ジャパン・ハウス・ロンドン大津祭紹介で活用（びわこビジターズビューロー）

大津市２０歳（はたち）のつどいで活用（大津市生涯学習課）

歴まち動画特設サイト 歴まち動画のチラシ
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⑤ 歴史的風致魅力発信動画制作及び発信について

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業
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未指定文化財調査事業（令和６年度～令和８年度）

「文化財保存活用計画」（第1期：3カ年計画）に基づき、市内の未指定文化財を調査

【主な取り組み】

（１）市内寺社未指定文化財調査（令和６年１２月末で６か所１７回）
【評価シート： ④-７.歴史博物館での資料の調査や収集】

→寺院・社寺に残る美術工芸品、歴史資料の悉皆概要調査

⑥ 未指定文化財調査
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１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業



Lake Biwa

（２）古文書・歴史資料整理・調査事業 など
【評価シート： ④-７.歴史博物館での資料の調査や収集】

→京都府立大学文学部と伊香立地域の龍家文書の共同調査

→佛教大学歴史学部との膳所地域の藩士中村家文書の共同調査

21

⑥ 未指定文化財調査

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業



Lake Biwa

（３）大津の食文化資料調査プロジェクト
【評価シート： ④-７.歴史博物館での資料の調査や収集】

→立命館大学食マネジメント学部との菓子文化、酒関係の歴史資料の共同調査

（４）大津町絵図プロジェクト
【評価シート④-７.歴史博物館での資料の調査や収集】

→浜大津を中心とした江戸～明治時代

の大津町の古地図をデータ収集し、

都市形成の歴史的展開を文化財調

       査の中に位置づけていく。

（令和6年段階で累計21点を調査）

⑥ 未指定文化財調査
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１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業



Lake Biwa

（５）和邇祭総合調査（5月に行われる祭礼の記録調査）
【評価シート： ④-１.未指定文化財の調査】

→令和6年に祭礼の内容が大きく変わることから記録保存調査を実施。

23

⑥ 未指定文化財調査

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業



Lake Biwa

（６）報告書発刊事業（美術１冊、古文書１冊、歴史資料１冊を編集）
【評価シート： ④-７.歴史博物館での資料の調査や収集】

→調査結果を含め、歴史情報をまとめた報告書を発刊（令和6年度は3冊を予定）

①史料集「（重要文化財）大津百艘船万留帳」５

（江戸時代の古記録）

②史料集「春挙追懐座談会」

（昭和８年の山元春挙の追悼座談会の記録）

③報告書「大津市内の彫刻」

（未指定調査結果をまとめた仏教美術の報告書）

24

⑥ 未指定文化財調査

１ 令和６年度歴まち事業について
（１）令和６年度に進展した主な事業



Lake Biwa

（２）令和６年度歴まち事業の進捗状況 ・・・ 別紙【資料２】参照

令和６年度進行管理・評価シート

□進捗評価シート （歴まち計画の進捗を評価軸①から⑥に分類して評価）
※歴まち事業は②から④に分類

①組織体制

協議会に関すること
②重点区域における良好な景観を形成する施策
都市計画、景観計画、屋外広告物等に関する施策

③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
歴まち事業から②、④に該当する事業を除いたもの

④文化財の保存又は活用に関する事項
文化財の調査や指定、保存管理、博物館施設等によるイベント等

⑤効果・影響等に関する報道 
新聞や雑誌、テレビ等によって報道された事例

⑥その他 
①から⑤以外の施策 ※今年度対象なし 
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１ 令和６年度歴まち事業について
（２）令和６年度歴まち事業の進捗状況



Lake Biwa
２ 令和７年度歴まち事業の予定について（報告事項）

２ 令和７年度歴まち事業の予定について

26



Lake Biwa

（１）大津百町重点区域内実施予定事業

27

大津市

大津百町エリア部会

歴史的風致形成建造物の保存

【継続】歴史的風致形成建造物への補助

地域の歴史資料館の運営

【継続】曳山展示館の運営

祭行事の開催費用の補助

【継続】大津祭への補助

東海道統一看板の普及啓発

【継続】景観づくりチャレンジ隊

【継続】ナカマチ商店街道路美装化

道路の美装化

【継続】歴まちパネル展

地域の人材活躍への支援

その他新規事業検討中…

大津まちなか大学の開催 町家の利活用支援

【継続】歴まちガイド育成学部 【継続】３月８日は町家の日in大津

町家の利活用支援 町家の利活用支援

【新規】まち遺産マップの作成 【新規】町家情報館運用開始

２ 令和７年度歴まち事業の予定について（報告事項）



Lake Biwa

（２）坂本重点区域内実施予定事業

28

祭行事の開催費用補助

【継続】山王祭への補助

歴史的建造物の活用

【継続】旧竹林院、公人屋敷の
資料館としての活用

まちなみ修景整備への補助

【継続】建築物の修理修景への補助

【継続】伝建地区内建造物の
修理修景への補助

伝建地区での修理修景への補助

【継続】比叡辻日吉線の拡幅  

道路の拡幅整備

【継続】歴まちパネル展

地域の人材活躍への支援

大津市

坂本エリア部会

設立総会：令和７年２月末予定
予定事業：坂本神輿展示フェスティバル事業、地域の魅力発信事業、里坊体験事業 ほか

２ 令和７年度歴まち事業の予定について（報告事項）



Lake Biwa

（３）堅田重点区域実施予定事業

29

地域の歴史資料館の運営への補助

【継続】湖族の郷資料館運営への補助

【継続】歴まちパネル展

地域の人材活躍への支援

まちなみ修景整備への補助

【継続】建築物の修理修景への補助

観光施設の維持管理

【継続】堅田観光駐車場の維持管理

大津市

堅田エリア部会

設立総会：令和７年３月末予定
予定事業：歴史的建造物や地域の歴史探訪、伝統的な祭体験事業 ほか

【継続】本堅田衣川線の拡幅  

道路の拡幅整備

２ 令和７年度歴まち事業の予定について（報告事項）



Lake Biwa
３ 計画の軽微な変更について（報告事項）

３ 計画の軽微な変更について
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Lake Biwa
３ 計画の軽微な変更について（報告事項）

31

（１）大津市歴史的風致維持向上計画の変更箇所 ・・・資料４参照
該当ページ 変更内容 変更理由

序-5
学識経験者：【加藤 賢治 成安造形大学共通教育センター／地域実践領域 教授】を【田口 真太郎 成安造形大
学未来社会デザイン共創機構 講師】に修正する。

任期満了による委員の変更のため。

序-5
関係団体：【金子 博美 びわ湖大津観光協会 副会長】を【寺島 正和 公益社団法人びわ湖大津観光協会 副会
長】に修正する。

任期満了による委員の変更のため。

序-5 関係団体：【柴山 直子大津宿場町構想実行委員会委員】を【柴山 直子 大津百町エリア部会 委員】に修正する。任期満了による委員の変更のため。

序-5 関係団体：【鷲尾 龍華 石山寺 座主】を【福家 俊彦 天台寺門宗総本山園城寺 長吏】に修正する。 任期満了による委員の変更のため。

序-5 行政機関：滋賀県土木交通部技監に【北村 智顕】、大津市都市計画部長に【三國 昌克】を追記。 委員名追記のため。

序-5 行政機関：【木津 勝 大津市歴史博物館副館長】を【杉江 進大津市歴史博物館 館長】に修正する。 任期満了による委員の変更のため。

序-5 【※所属団体等は、令和４年１０月１日時点のもの】を【所属団体等は、令和６年１０月１日時点のもの】に修正する。任期満了による委員の変更のため。

2-7-6 写2-7-8元三会の写真を変更する。 記載内容の誤り。

2-11-7 写2-11-9【玉屋町町家山蔵】を【玉屋町山蔵】に修正する。 記載内容の誤り。

3-25 実施体制の「市民・文化財所有者、まちづくり団体など」に「エリア部会を追記」
提案・連携する団体として重点区域３地区で新たに設
立したため。

3-25 【文化・青少年課】を【文化振興課】に修正する。 機構改革のため。

3-25 【都市魅力づくり推進課】を【都市魅力創造課】に修正する。 課名の変更のため。

5-4 （８）３行目「令和５年度の体制としては、～」を令和６年度の内容に修正する。 内容の更新。

5-4 （８）１１行目「令和４年度は～」を令和６年度の内容に修正する。 内容の更新。

6-1、2 所管課の修正
機構改革により、担当課の変更、課名の変更があった
ため。

6-4 図6-1-3道路美装化の範囲追加。 前回変更時反映漏れしていたため。

6-6 事業概要の軽微な言い換えと、町家の日in大津について追記。 現在行っている事業の内容に合わせるため。

6-6 「３．町家の利活用の支援」 事業主体に「大津百町エリア部会」を追記。
町家の日in大津のイベントは大津百町エリア部会が
主体として開催しているため。

6-10
「１１．文化観光振興などへの助成」 事業手法に「市単独費」を追記。事業概要【大津市文化観光振興基金条
例】を【「大津市文化財保護条例」など】に修正、【市指定】を削除。

市単独費でも事業を実施しているため。
所管替えに伴い、根拠条例に変更が生じたため。

6-14 「１７．地域の人材活躍の支援」事業主体に【大津百町エリア部会】を追記。 事業主体に追加があったため。

6-14
「１８．大津まちなか大学の開催」事業主体に【特定非営利活動法人大津祭曳山連盟、大津百町エリア部会】と追
記。事業概要の軽微な言い換えと、【大津百町おもてなし学部】を【歴まちガイド育成学部】の内容に修正する。

事業主体に変更があったため。
おもてなし学部が終了し、歴まちガイド育成学部を開
校したため。

6-19 27.道路の拡幅整備（都市計画道路本堅田衣川線）の事業期間を令和○年度までに修正。 事業期間延長のため。

7-5 【北川家住宅主屋】の築年を「明治時代」から「江戸時代」に修正する。 記載内容の誤り。

7-5 【北川家住宅主屋】を【北川家住宅主屋、土蔵】に修正する。 記載内容の誤り。

7-7 図7-4-3【玉屋町町家山蔵】を【玉屋町山蔵】に修正する。 記載内容の誤り。



Lake Biwa
４ その他

 ４ その他

         第１５回歴まち協議会 開催スケジュール
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（１）第１５回大津市歴史的風致維持向上協議会スケジュール（予定）

【日 時】

令和８年２月上旬

【議 題】

（１）令和７年度歴まち事業について（報告事項） 

（２）令和８年度歴まち事業の予定について（報告事項） 

（３）計画の変更について （報告事項）

（４）歴史的風致維持向上協議会の中間評価について（協議事項）

（５）その他

第１６回歴まち協議会 開催スケジュール
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４ その他
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